
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校章 
（制定 昭和２６年１０月２０日  デザイン 本校職員 ） 
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昭和１３年に三種の神器にちなんだ図案

の校旗が寄贈された。それを元に昭和２６

年に本校職員がデザインした。大曽根の六

つの大字（古館、上反田、下反田、常明寺、

芳沢、滝平）からなる各地区が協力して、

立派な校風を創るの意と学区の六つの山が

合い構えていることを表わしている。 


